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Boththetheoreticalanalysisandmeasurementforsoundtransmissionlossofwallsarerequired

foraccumulatingfundamentaldatafornoisecontroldesignofabuildinglnJapanthemethod

forlaboratorymeasurementanddataarrangementofsoundtransmissionlossisstandardizedbythe

JapanlndustrialStandard（JISAl416)．However，analogousequipmentUsedinthismeｔｈｏｄｎｏｔ
ｏｎｌｙｒｅｑｕｉｒｅｓａｌｏｔｏｆｔｉｍｅｂutalsocausesfairlyhighprobabilityofreadingerrorsbyindividual
person・Ｆｒｏｍｔｈｉｓｐｏｉｎｔｏｆｖｉｅｗ，itisthoughtthatdigitaldatatreatmentmethodisrequiredfor
soundtransmissionevaluation・

Inthispaper，ｔｈｅａｓsemblingofsoundsignalprocessinghardwareandinterfacingtoamicro

computerisdescribed・ＴｈｅｈｉｇｈｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅＬＳＩｕｓｅｄｉｎｔｈｅcircuitsimplifiesthehardware
andprogrammingforamicrocomputer・Thetransmissionlossesobtainedbytheproposed
methodwerefoundtoagreewellwiththosebytheJISmethod．

１ ．はじめに

壁体の音響透過損失は建築物の騒音防止計画の基礎

資料として重要である。壁体の材料及び寸法等から音

響透過損失を推定する試みが行われている')。しかし

大体の傾向は推定できても実測値との差は大きく今後

の研究が必要とされている。現状では音響透過損失を

実際に測定しそのデータを設計に用いざるを得ない。

音響透過損失測定法は日本工業規格によって規格化

されている。アナグロ方式による測定のため、時間と

手間を要する作業である。また記録紙からデータを読

み取る作業は疲れや個人のくせ等の誤差がはいり込む

要因をもっている。以上のことから測定時間の短縮化，

データ読み取りの自動化による精度の向上が望まれる

ところである。

最近のマイクロコンピュータの普及により、アナロ

グ信号処理も容易に行うことができるようになってき

ている。今回音響信号処理のハードウェア及びイン

ターフェースの製作を行い，音響透過損失測定へのマ

イクロコンピュータの応用を試みた。製作にあたって

は安価で高機能なＩＣを利用し，回路の簡略化に努め，

できるだけマイクロコンピュータの負担を軽くしよう

とした。その結果プログラムはＢＡＳＩＣ言語のみで

記述でき，測定も良好な結果が得られたので報告する。

２．音響透過損失測定法6）

音響透過損失測定法は日本工業規格においてＪＩＳ

Ａ１４１６「実験室における音響透過損失測定方法」と

して規格化されている。いわゆる残響室一残響室法と

呼ばれるものであり，拡散音場を音場条件とするアナグ

ロ方式の測定法である。測定装置の構成を図－１に示す。

残響室の開口部に試料壁体を取り付け，一方の残響室

を音源室として帯域雑音で励振し，片方の残響室を受

音室とする。測定項目は両室の平均音圧レベルの測定

及び受音室の吸音力の測定である。

各室の平均音圧レベルは各室３～５点以上の位置に

マイクロホンを設置し，各点の音圧レベルにより(1)式

によって算出する。
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図－１測定装置の構成

Ｌ＝,Olog10P12＋Ｐ22＋……＋Ｐｎ２ ……(1)
ｎＰＯ２

Ｌ：平均音圧レベル（dＢ）

P,，Ｐ２……Ｐ耐：室内の72個のマイクロホンの位置に

おけるそれぞれの音圧の実効値で，

音圧レベルの測定値がＬｊｄＢのとき

Ｐｊ＝Po1O器

ＰＣ：基準音圧（0.0002山ar）

アナグロ方式測定では騒音計のメータを直続する方法

と高速度レベルレコーダで記録し，後から読取る方法

があり，音圧レベルの空間時間平均値を得る。

受音用残響室の吸音力は，測定された残響時間の平

均値から(2)式によって算出する。

Ａ=零V．÷……(2)
Ａ：受音用残響室吸音力（㎡）

Ｔ：受音用残響室残響時間（sec）

Ｖ：受音用残響室容積（㎡）

ｃ：空気中の音速（ｍ／sec）

ｃ＝331.5＋０．６１ｔ

ｔ：空気の温度（℃）

ここで残響時間Ｔは音源から帯域雑音を発し定常状

態に達した後，音源を停止させ音圧が６０ｄＢ低下す

るまでの時間である。アナログ方式の測定では高速度

レベルレコーダに減衰過程を記録し，プロトラクター

等の残響時間読取器具を用いて手作業で読取っている。

上記のようにして得られた結果より試料壁体の音響

透過損失は(3)式によって算出できる。

ＴＬ=D+101.9‘｡(長）……(3１

Ｄ＝Ｌ,－Ｌ２

ＴＬ：音響透過損失（dＢ）

Ｄ：室間音圧レベル差（dＢ）

Ｓ：試料面積（音響透過部分の面積）（mF）

Ａ：受音用残響室吸音力（㎡）

Ｌ,：音源用残響室平均音圧レベル（dＢ）

Ｌ２：受音用残響室平均音圧レベル（dＢ）

なお測定周波数は１/３オクターブバンド中心周波数

で100～10KＨｚの２１帯域について行っている。

上述のようにアナログ方式によって得られた非常に

多くの記録紙データから手作業によって音圧レベル及

び残響時間の読み取りを行わねばならない。所要時間

は測定に半日，読み取りに１日以上を要している。ま

た読み取りの際には個人のくせ等の誤差もはいる可能

性が十分存在し，得られる音響透過損失の信頼性を低

下させる要因となっている。

３．Ａ/Ｄ変換器について

前章で述べた読み取り作業をマイクロコンピュータ

を利用し自動化することを試みた。これによって全体

の測定処理時間を短縮し，データの信頼性を向上させ

るのが目的である。マイクロコンピュータによるアナ

ログ信号処理は書籍等の情報も多く2)~5)，部品も安価

で手に入れることが可能となり個人レベルでの製作が

容易になって来ている。

３．１ハードウェア

今回使用したＡ/Ｄコンバータは８ビットの分解能

で８チャンネルの入力信号に対し最高１０Qasecで変

換することが可能なＡＤＣＯ８０９である5)。ハードウェ
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アンプＬＦ３５６を正相増巾器として使用し，倍率は２

倍としている。AD536は±15Ｖの電源を必要とし，

９番ピンのオフセット調整に注意すれば比較的簡単に

回路を組むことができる。実効値を得るときの時定数

は外付けのコンデンサによって決まる。騒音計の時定

数はＦＡＳＴ特性が０．２秒，ＳＬＯＷ特性が0.5秒で

皇座型).68/』

PC-80C

図－２ハードウェアの構成

あるので，AD536の規格資料4)よりそれぞれ2.2血

と4.7/ｕＦの容量のコンデンサをＤＩＰスイッチにより

切り換えている。

実効値を表わす直流電圧はサンプル＆ホールド回

路を経てＡ/Ｄ変換器に入力される。図－４に回路図

を示す。サンプル＆ホールドＩＣとしてＬＦ３９８Ｎを

アの構成を図－２に示す。騒音計からは１/３オク

ターブ分析器によりろ波された交流信号が最大2.5Ｖ

（フルスケール時）で出力されており，これをハード

ウェア部の入力としている。Ａ/Ｄコンバータの許容

入力電圧は直流５Ｖであるので８ビットの分解能を

有効に利用するため増巾器によってアナログ信号を増

巾する必要がある。また(1)式のように音圧は実効値と

して取り扱わねばならない。音圧の瞬時値をソフトウ

ェアによって処理することも可能であるが，マイクロ

コンピュータの負担がその分増え，処理時間がかかっ

てしまう。これに対する便利なＩＣとしてアナログデ

バイスのAD536がある4)。このＩＣの機能は交流信

号を実効値処理し直流電圧として出力するもので，

Ａ/Ｄコンバータに良く整合する。図－３に増巾器と

ＲＭＳ－ＤＣ変換器の回路図を示す。増巾器にはＯＰ
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使用し，回路の簡略化を計っている。サンプル＆

ホールドのタイミングはＡ/Ｄ変換器の変換終了

（ＥＯＣ）信号からとっている。Ａ/Ｄ変換器の変換速

度を決めるＣＬＯＣＫ信号には図－５に示すプログラ

ム標準パルス発生器864ＯＢを使用している。このＩＣ

の特徴はプログラマブルに７種類の出力周波数が選

択できる。Ａ/Ｄ変換器を最高の変換速度（10qusec）

で動作させるためには１０番ピンに１ＭＨｚのクロッ

クを必要とし，864ＯＢの１１番ピンからそのクロッ

クが得られる。次にＡ/Ｄ変換開始の信号を６番ピン
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ポート１６ビットのデータの入出力が可能である。各

ポートの割り付けを図－７に示す。ＡポートはＡ/Ｄ

変換結果の８ビットバイナリーのデータ取り込み用

である。Ｂポートの０～２ビットはアナログ信号の入

力チャンネルを選択できるが，今回は７チャンネル

のみを使っている。０チャンネルは動作チェック用の

テスト電圧が接続されているので，機器のチェックに

使用できる。３ビットはソフトウェアによるＡ/Ｄ変

換開始信号を送信できるが今回は未使用である。４～６

ビットも同様である。７ビットにはＡ/Ｄ変換器から

の変換終了信号（ＥＯＣ）が入力されている。ＥＯＣが

１のときＡポートにＡ/Ｄ変換結果が入力されている

のでマイコンにそのデータを取り込む。図－８にタイ

ミングチャート（略図）を示す。

アドレス＆Ｈ８８

図－６ＰＣ-8001用汎用入出力インターフェース
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図－５プログラム標準パルス発生器

（ＳＴＡＲＴ）に入力しなければならない。スタート信

号は図－４に示すように汎用入出力インターフェース

のＢポートの３ビットよりソフトウェアによって与

えることもできるが，マイクロコンピュータの負担を

軽減するため今回は864ＯＢの９番ピンから得られる

プログラマプルなクロック信号を用いている。ソフト

ウェアとの切り換えはトグルスイッチで行っている。

8640Ｂからのクロック周波数は２～７番ピンにＤＩＰ

スイッチを取り付け適当な周波数を選択できるように

した。今回は，２０Ｈｚをサンプリング周波数として

いる。

Ａ/Ｄ変換器とのデータ入出力は図－６に示す汎用

入出力インターフェースを用いている。Ｚ８０Ａ－ＰＩＯ

の強力な割り込み機能は今回使用していないが，２

Ａポート
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図－７１／Ｏポートのステータス

１００必ｓｅｃ

３．２ソフトウェア

マイクロコンピュータの負担を軽減すべくハードウ

ェアの製作を行ったので，結局ソフトウェアは

ＢＡＳＩＣ言語のみの記述が可能になった。使用言語は

PC-8001mkⅡ(ＮＥＣ)のＮ８０－ＢＡＳＩＣである。Ａ/Ｄ

変換結果のデータ取り込みのフローチャートを図－９

に示す。Ａ/Ｄ変換のスタートはパルス発牛器により
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図－９データ取り込みのフローチャート

正確に行われるため，ソフトウェアは変換終了

（ＥＯＣ）信号を監視するのみで済む。変換開始

（ＥＯＣの立下り）はＷＡＩＴコマンドでセンスし，

変換終了（ＥＯＣの立上り）も同様にＷＡＩＴコマン

ドを使用している。ＢＡＳＩＣ言語の１つのコマンドは

ｍｓｅｃオーダで実行されるので，画面表示のための

ＤＭＡを停止させたり，マルチステートメント，不要

な空白桁を取り除くことによって処理速度を上げる工

夫を行った。その結果２０Ｈｚのデータサンプリング

が可能となった。３．１で述べたように実効値による

音圧レベルの読み取り速度としては満足できる値と言

える。全プログラムリストを付録に付けている。デー

タサンプリングは３１０行，４９０行，６６０行，１１６０行

で行っている。９０行までは初期設定，100～250行で

は，メニュー画面を表示し，指定された処理プログラ

ムを実行する。260～410行は校正処理，420～590行

は減衰器のレベルチェックを行う。600～1090行で音

圧レベルの計測とデータ処理，1100～3670行で減衰

過程の計測，残響時間の計算及びグラフィック処理を

行っている。

４．測定及び考察

測定の手順を図-10に示す。まず騒音計の校正信号

によりＡ/Ｄ変換器からの出力データを校正する。同

時に電圧値をｄＢ値に変換するためのテーブルをソ

フトウェアで作成する。次に音源より任意の帯域雑音

を発生させ騒音計の減衰器を調整する。減衰器のレベ

ルをマイクロコンピュータに入力し，オーバフローの

チェックを行う。

４．１音圧レベルの測定

音圧レベルの測定はオーバフローのチェックのため

の画面表示を行わせているため，サンプリング周波数

は１０Hｚ（ソフトウェア上）としている。平均のため

の測定時間は長くするほどより真値に近づくが，予備

実験より１５～２０秒で士0.5ｄＢ以内に納まることが

ご△う

ＣｌIＤ
図－１０測定のフロー

確認できたので全ての測定周波数について２０秒間

（200個のデータ取り込み）を測定時間とし，エネル

ギー平均を計算している。
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場合は測定回数から除く。８ビットのＡ/Ｄ変換器の

ダイナミックレンジも５０ｄＢ程度であるが，ｄＢ変換

した場合は４０ｄＢ程度が有効となる。サンプリング

周波数は２０Ｈｚとし，０．０５秒の分解能で減衰過程の

データを取り込んでいる。残響時間の算出にあたって

は，３０ｄＢ減衰する時間を計測し，その値を２倍すれ

ば残響時間となる。しかしこの方法ではサンプリング

間隔が粗いことや，その時間内の減衰過程の直線性の

チェックが困難なため，アナログ方式による結果との

４．２残響時間の測定

残響時間は定常状態から６０ｄＢ減衰する時間とし

て定義される。アナログ方式の測定器のＳＮ比はせ

いぜい５０ｄＢ程度である。

従って残響時間の読み取りは，減衰過程において，

定常レベルより５ｄＢ下から少なくとも２５ｄＢの範囲

が全体として一様に減衰していることを確かめ，その

部分に直線をあてはめて行う。一様に減衰していない

きり出し間隔による計測値の比較表－１ 残響時間算出のための

一
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*印は相関係数絶対値の最大を示す。

きり出し間隔 30dＢ 27.5dＢ 25dＢ
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図－１１測定例（左側：ディジタル，右側：アナログ記録）
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第２７号（1985）鹿児島大学１３８

対応は良くなかった。

そこで減衰過程から最小自乗法による回帰直線を求

め，その傾きから残響時間を算出する方法を試みた。

回帰直線は(4)式として表わせる。

Ｌ(t)＝Ｌｏ－(60/Ｔ)ｔ……(4)

Ｌ(t)：時刻ｔにおける音圧レベル(dＢ）

Ｔ：残響時間(sec）

Ｌｏ：定数

最小自乗法の定義により残響時間は時間(Ｔ工)及び音

圧レベル(Ｔｙ)の偏差を最少にする２つの値として得

ることができる。今回はその平均値を残響時間とした。

図-11にディジタル及びアナログ方式の測定例を代表

的周波数について示す。時間軸のスケールが異なって

はいるが，ディジタル測定はアナログ測定によく一致

していると言える。

表－１は残響時間算出のための減衰過程からのデー

タの切り出し間隔（最小自乗法を適用する区間）につ

いて比較している。切り出し間隔は３０ｄＢ，27.5ｄＢ，

25ｄＢの３種類としている。減衰過程からデータを切

り出す区間は同一切り出し間隔について複数区間可能

である。それぞれについて残響時間と相関係数を算出

している627.5ｄＢと２５ｄＢについては相関係数の絶

対値が最大となったもののみ表に載せている。＊印は

各中心周波数において相関係数の絶対値が最大になっ

たものを示している。表より一般的に切り出し間隔を

大きくとった方が相関係数は上昇すると言えるが，高

周波になるとＳＮが小さくなることもあって断定す

ることはできない。しかし相関係数の絶対値は全周波

数にわたって０．９９程度が得られている。従って切り

出し間隔は３０ｄＢとし，相関係数の絶対値が最大値

になるような値（減衰過程の直線性が良好）を残響時

間と決定している。図-11にはその回帰直線もプロッ

トしており，満足すべき結果が得られている。
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ｌ/３octavefrequency（Ｈｚ）

図－１２ＴＬの比較

４．３音響透過損失について

1.5ｍｍ厚鉄板についてアナログ方式とディジタル

方式の音響透過損失の測定を行った。図－１２に測定結

果の比較を示す。最大２ｄＢ程度の差は認められるが，

全搬的に両者は比較的良く一致している。

５．おわりに

音響透過損失測定にマイクロコンピュータを利用し，

測定時間の短縮と自動化によるデータの信頼性，精度

の向上をはかった。これによって測定時間はデータ整

４Ｋ

理の時間も含めて，アナログ方式の半分以上に短縮で

きた。音響透過損失の測定はアナログ方式でのみ規格

化されており，ディジタル測定もアナログ方式をでき

るだけシミュレートする方向で行った。両者の方法に

よる測定結果は良く一致していることを確認した。

ハードウェアの製作にあたっては，機能豊富な

ＬＳＩを使用し，回路の簡略化に努めた。これによっ

てソフトウェアの負担を軽減することができ，プログ

ラムは全てＢＡＳＩＣ言語で記述できた。

おわりに鹿児島大学工学部共通講座小原幸三氏には

ハードウェア設計において貴重な助言及び資料をいた

だいた。末尾ながら記して謝意を表する。
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４２０，ｐｒｅ－ＭＥＡＳＵＲＩＮＧ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

４３０１ＦＩＮＫＥＹ＄＜＞'，，，ＴＨＥＮ４３０ＥＬＳＥＩＮＰＵＴ，，アッテネータｄＢ，，；ＡＴ：ＤＴ（０）＝－ＡＴ：ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）
４４０ＬＯＣＡＴＥ０，２：ＰＲＩＮＴ，，

９９

ｍ

４ ５０ＬＯＣＡＴＥ０，３：ＰＲＩＮＴ・'３０４０５０６０７０８０
９０１００ｄＢ,。；

４６０ＬＯＣＡＴＥＯｏ５：ＰＲＩＮＴ，，，Ｌ，＝アツテネータヘンコウ（ＮＯＷ，.；：ＣＯＬＯＲ６：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ,､＃＃＃０.；ＡＴ；：ＣＯＬＯＲ
Ｏ：ＰＲＩＮＴ，，ｄＢ），Ｓ，＝ＳＰＬソクテイ．’Ｒ，＝ＲＴソクテイ．，Ｍ，＝ＭＥＮＵ，，

４７０，ＯＵＴＰ２，＆Ｈ１７

４８０，ＯＵＴＰ２％，＆ＨＦ：ＯＵＴＰ２％，＆Ｈ７

４９０ＷＡＩＴＰ２％，＆Ｈ８０，＆Ｈ８０：ＷＡＩＴＰ２％，＆Ｈ８０：,ｗａｉｔｃｌｏｃｋｐｕｌｓｅ
５００，Ｖ％＝ＩＮＰ（Ｐ１％）：ＬＯＣＡＴＥ１０，０：ＩＦＤＶ％＝２５５ＴＨＥＮＰＲＩＮＴ，，＊ＯＦＬＷ＊”；ＥＬＳＥＰＲＩＮＴ，，
５１０ＭＤ＝ＡＴ＋ＤＴ（ＤＶ％）
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５２０ＬＯＣＡＴＥＯ，０：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃＃＃・料軒材､､；ＭＤ；：ＩＦＭＤ＞ｌＯ８ＴＨＥＮＭＤ＝ｌＯ８ＥＬＳＥＩＦＭＤ＜３０ＴＨ

ＥＮＭＤ＝３０

５３０ＬＯＣＡＴＥＯ，１：ＰＲＩＮＴＳＴＲＩＮＧ＄（（ＭＤ－２９．５），'，図､．）＋､，蚤，，＋ＳＴＲＩＮＧ＄（７９－（Ｍ１)－２９．５），，、”）；
５４０ＫＹ＄＝ＩＮＫＥＹ＄：ＩＦＫＹ＄＝.，.’ＴｌｌＥＮ４９０

５５０１ＦＫＹ＄＝'’１，，ＴＨＥＮＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）：ＧＯＴＯ４３０

５６０１ＦＫＹ＄＝､､ｍ，，ＴＨＥＮｌ２０

５７０１ＦＫＹ＄＝｡､ｓ・・ＴＨＥＮＳＮ％＝３００：ＧＯＴＯ６００

５８０１ＦＫＹ＄＝'，ｒ，，ＴＨＥＮ１１００

５９０ＧＯＴＯ４９０

６００，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ＳＰＬＭＥＡＳＵＲＥＭＥＮＴ

６１００ＵＴＰ２％，＆Ｈ７：ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）

６２０ＬＯＣＡＴＥｌＯ，０：ＰＲＩＮＴ，，アツテネータレへ､､ル（ＮＯＷ，､；：ＣＯＬＯＲ６：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ”＃科料，，；ＡＴ；
：ＣＯＬＯＲＯ：ＰＲＩＮＴ，，。Ｂ），，：ＤＩＭＤＰ％（２５５）：ＰＸ％＝０：ＰＮ％＝５００：ＴＭ＝ＳＮ％／1０

６３０ＰＲＩＮＴｗＳＴＡＲＴ－＞ｓａｍｐｌｉｎｇｔｉｍｅ（，'；ＳＮ％／１０；､.ｓｅｃ）ｏｋ－＞ＲＥＴＵＲＮｎｏ－＞スウシ､．，，；：Ｉ
ＮＰＵＴＴＭ：ＩＦＴＭ＝ＯＴＨＥＮ６３０ＥＬＳＥＳＮ％＝ＴＭ＊１０：ＧＯＴＯ６５０

６４０１ＦＩＮＫＥＹ＄＝､，，，ＴＨＥＮ６４０

６５０ＣＭＤＣＬＳ：，ＯＵＴ＆Ｈ６８，０：，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊２０Ｈｚ（ｈａｒｄ）／１０Ｈｚ（ｓｏｆｔ）一ｓａｍｐｌｉｎｇ
６６０ＦＯＲ１％＝ｌＴＯＳＮ％：ＷＡＩＴＰ２％，＆Ｈ８０，＆Ｈ８０：ＷＡＩＴＰ２％，＆Ｈ８０：ＤＶ％＝ＩＮＰ（Ｐ１％）：ＤＭ（１％）＝ＡＴ＋ＤＴ（ＤＶ％）：Ｃ

ＯＬＯＲ一（ＤＶ％＝２５５）＊４：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ'，＃＃＃＃．＃＃＃，，；ＤＭ（１％）；：，ＩＦＤＶ％ＴＨＥＮＮＥＸＴＥＬＳＥ７１５
６７０１ＦＤＶ％＞＝ＰＸ％ＴＨＥＮＰＸ％＝ＤＶ％

６８０１ＦＤＶ％＜＝ＰＮ％ＴＨＥＮＰＮ％＝ＤＶ％

６９０ＤＰ％（ＤＶ％）＝ＤＰ％（ＤＶ％）＋１

７００ＮＥＸＴ

７１０ＷＩＤＴＨ８００２５：ＣＯＬＯＲＯ

７２０，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ＤＡＴＡＰＲＯＣＥＳＳＩＮＧ

７２５ＯＵＴ＆Ｈ６８，０
７３０ＥＳ＃＝０

７４０ＦＯＲ１％＝ＰＮ％ＴＯＰＸ％

７５０ＥＳ＃＝ＥＳ＃＋１０八（（ＡＴ＋ＤＴ（１％））／１０）＊ＤＰ％（１％）

７６０ＮＥＸＴ

７７０ＥＥ＝１０＊ＬＯＧ（ＥＳ＃／ＳＮ％）／Ｌ１

７８０ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ,'＃＃縛秒カンノエネルキ､､一ヘイキンー＃＃料．＃＃ｄＢ〔ｍａｘ＝材料＃．＃ｄＢ＜＞ｍｉｎ＝＃＃＃．＃

ｄＢ（ｄ＝＃＃．＃＃ｄＢ）〕，､；ＳＮ％／１０；ＥＥ；ＡＴ＋ＤＴ（ＰＸ％）；ＡＴ＋ＤＴ（ＰＮ％）；ＤＴ（ＰＸ％）一ＤＴ（ＰＮ％）

７８５ＷＩＤＴＨ８０，２５：ＧＯＴＯｌＯ３５

７９０ＥＳ＝０：ＬＳ＝０：ＬＺ＝０：ＬＸ＝０：ＬＮ＝１０００：，ＦＯＲｌ＝ｏＴＯ５００：ＮＥＸＴ：

８００，ＯＵＴ＆Ｈ６８，０

８１０ＬＰＲＩＮＴＳＴＲＩＮＧ＄（５０，，，＝，｡）；ＴＩＭＥ＄；､，＝＝、，；ＤＡＴＥ＄

８２０ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，ｓ一コスウ'，，'･エネルキ鐸一へイキン、，，，､ｄＢ－へイキン・・，．，ｄＢ（１．０ｓｅｃ）一ヘイキン､、

８３０ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ”ｓ一コスウ，，，，，エネルキ､.－ヘイキン，，，，，ｄＢ－へイキン､､，'，ｄＢ（１．０ｓｅｃ）一ヘイキン'，
８４０ＦＯＲＩ＝ｌＴＯＳＮ％

８５０１ＦＤＭ（１）＞ＬＸＴＨＥＮＬＸ＝ＤＭ（１）

８６０１ＦＤＭ（１）＜ＬＮＴＨＥＮＬＮ＝ＤＭ（１）

８７０ＥＳ＝ＥＳ＋１０八（ＤＭ（１）／１０）／ＳＮ％

８８０ＬＳ＝ＬＳ＋ＤＭ（１）／ＳＮ％

８９０１Ｆ（ＩＭＯＤ１０）＝ＯＴＨＥＮＩＩ＝Ｉ￥１０：ＧＯＴＯ９００ＥＬＳＥ９４０

９００ＬＺ＝ＬＺ＋ＤＭ（１）／（ＳＮ％／１０）：ＰＲＩＮＴＵＳ１ＮＧ｡．＃＃#＝，，；１，

９１０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃＃．＃＃ｄＢ，'；１０＊ＬＯＧ（ＥＳ＊ＳＮ％／Ｉ）／Ｌ１，ＬＳ＊ＳＮ％／Ｉ，ＬＺ＊（ＳＮ％／１０）／ＩＩ
９２０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，鴬＃＃＝，，；１，

９３０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ､'＃＃＃．＃＃ｄＢ，，；１０＊ＬＯＧ（ＥＳ＊ＳＮ％／Ｉ）／Ｌｌ，ＬＳ＊ＳＮ％／Ｉ，ＬＺ＊（ＳＮ％／１０）／１１
９４０ＮＥＸＴ

９５ＯＥＭ＝１０＊ＬＯＧ（ＥＳ）／Ｌ１

９６０，ＷＩＤＴＨ８０，２５：ＰＲＩＮＴ

９７０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，ｅｎｅｒｇｙｍｅａｎ＝＃＃＃．＃＃。Ｂ（０．１秒サンフ･ル），､；ＥＭ

９８０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，ｌｅｖｅｌｍｅａｎ＝稗＃＃．＃＃。Ｂ（０．１秒サンフ･ル），．；ＬＳ；

９９０ＰＲＩＮＴ”ＭＡＸ＝｡，；ＬＸ；，，ｄＢＭＩＮ＝，。；ＬＮ；'，ｄＢ，，

１０００ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ，，ＭＡＸ＝，，；ＬＸ；”ｄＢＭＩＮ＝，，；ＬＮ；｡､ｄＢ,.，

１０１０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，､ｌｅｖｅｌｍｅａｎ＝材料材．＃＃ｄＢ（１．０秒サンフ。ル），，；ＬＺ；

１０２０ＰＲＩＮＴ”ＭＡＸ－ＭＩＮ＝'，；ＬＸ－ＬＮ；，，。Ｂ､、

ｌ０３０ＬＰＲＩＮＴ、，ＭＡＸ－ＭＩＮ＝，，；ＬＸ－ＬＮ；，，。Ｂ･'：ＬＰＲＩＮＴ

ｌ０３５ＥＲＡＳＥＤＰ％

１０４０ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，，Ｌ，＝アッテネータヘンコウ，Ｒ，＝ＲＥＴＲＹ，Ｄ，＝ＤＩＳＰＬＡＹ，Ｐ，＝ＰＲＩＮＴ

ＥＲ’Ｍ，＝ＭＥＮＵ，，；
１０５００Ｐ＄＝ＩＮＫＥＹ＄：ＩＦＯＰ＄＝”､，ＴＨＥＮ１０５０

１０６０１ＦＯＰ＄＝､'１，，ＴＨＥＮＰＲＩＮＴ：１Ｍ)ＵＴ.､アッテネータｄＢ，､；ＡＴ：ＤＴ（０）＝－ＡＴ：ＧＯＴＯ６００
１０７０ＩＦＯＰ＄＝､，ｒ，，ＴＨＥＮ６００

１０７５ＩＦＯＰ＄＝､，．｡，ＴＨＥＮＴＳ＝．’：ＩＸ％＝ＳＮ％：ＧＯＳＵＢ３００〔)：ＧＯＴＯ１０４０

１０８０１ＦＯＰ＄＝，'ｐ，、ＴＨＥＮＩＸ％＝ＳＮ％：ＧＯＳＵＢ１９００：ＧＯＴＯｌＯ４０
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ｌＯ９０１ＦＯＰ＄＝､，ｍ，，ＴＨＥＮ１２０ＥＬＳＥＢＥＥＰ：ＧＯＴＯ１０４Ｕ

ｌｌＯＯ，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ＲＴＭＥＡＳＵＲＥＭＥＮＴ
ｌ１１００ＵＴＰ２％，＆Ｈ７：ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）：ＳⅣ％＝２００

１１２０ＬＯＣＡＴＥｌＯ，０：ＰＲＩＮＴ，、アツテネータレへ､､ル（ＮＯＷ．、；：ＣＯＬＯＲ６；Ｉ>ＲＩＮＴｌｊＳＩＮＧ，.＃材料､，；ＡＴ
；：ＣＯＬＯＲＯ：ＰＲＩＮＴ，.ｄＢ）”

１１３０ＰＲＩＮＴ，，ＳＴＡＲＴ一＞ｐｕｓｈＳＰＡＣＥＢＡＲ'・
ｌｌ４０ＩＦＩＮＫＥＹ＄＝，，，，ＴＨＥＮ１１４０

ｌ１５００ＵＴ＆Ｈ６８，０：’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一２０Ｈｚ（ｈａｒｄ）／２０Ｈｚ（ｓｏｆｔ）一ｓａｍｐｌｉｎｇ
ｌｌ５５ＷＡＩＴＰ２％，＆Ｈ８０，＆Ｈ８０：ＷＡＩＴＰ２％，＆Ｈ８０：I〕Ｖ％＝ＩＮＰ（Ｐ１％）：ＩＦＤＶ％＜ｌＯＴＨＥＮｌｌ５５

１１６０ＦＯＲ１％＝ｌＴＯＳＮ％：ＷＡＩＴＰ２％，＆Ｈ８０，＆Ｈ８０：ＷＡＩＴＰ２％，＆Ｈ８０：ＤＶ％＝ＩＮＰ（Ｐ１％）：ＤＭ（１％）＝ＡＴ＋ＤＴ（ＤＶ％）：
ＩＦＤＶ％ＴＨＥＮＮＥＸＴＥＬＳＥｌｌ８０

１１７０，ＷＩＤＴＨ８０，２５：ＰＲＩＮＴ，､＊＊ＥＲＲＯＲ＊＊サ．､ンキゴウシ､､カンヲケイサンテ､キマセン（ＲＥＴＲＹ），｡：ＢＥＥｐ：ＧＯＴＯ
ｌ４６０

１１８０ＷＩＤＴＨ８０，２５：ＰＲＩＮＴ。、１１１ＷＯＲＫｌＮＧ１１１，，

ｌ１９０ＸＸ％＝１％：ＪＸ％＝１％：ＤＤ＝３０：ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）

１２００，ＩＮＰＵＴ，，キリタ､､シカンカクＤＤ（＜＝３０ｄＢ），.；ＤＤ
１２０５ＯＵＴ＆Ｈ６８，０

１２１０ＦＯＲＫ＝ｌＴＯ１０

１２２０ＧＯＳＵＢｌ６６０

１２３０ＲＴ（Ｋ'０）＝Ｔ２＊６０／ＤＤ：ＲＴ（Ｋ，ｌ）＝ＪＸ％：ＲＴ（Ｋ'２）＝Ｊ＋１

１２４０ＮＥＸＴ：ＷＩＤＴＨ８０，２５

ｌ２５０ＦＯＲＫ＝ｌ０ＴＯ１ＳＴＥＰ－ｌ

ｌ２６０ＰＲＩＮＴＵＳｌＮＧ，，＃＃＃，，；１１－Ｋ；

１２７０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃＃．＃純一，'；ＤＭ（ＲＴ（Ｋ’２））；

1２８０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ.｡＃＃料．＃＃ｄＢ－＞”；ＤＭ（ＲI.（Ｋ，１））；

１２９０ＩＦＲＴ（Ｋ'０）＜＝ｏＴＨＥＮＰＲＩＮＴ，.＊＊＊．＊＊ｓｅｃ'’；：ＰＲ１ＮＴ。．｜･、：ＥＬＳＥＰＲＩＮＴＵＳｌＮＧ.，料杵＃．＃＃ｓｅ

ｃ，，；ＲＴ（Ｋ'０）；：ＰＲＩＮＴ，、｜，，；ＳＴＲＩＮＧ＄（ＲＴ（Ｋ’０）＊ｌ()，，，■.､）
１３００ＮＥＸＴ

ｌ３１００ＵＴ＆Ｈ６８，０

１３２０，ＲＴ（カイキキョクセン）

１３２５ＲＮ＝９９９

ｌ３３０ＦＯＲＫ＝lＴＯ１０

１３４０１ＦＲＴ（Ｋ'０）＜＝ＯＴＨＥＮＫＴ（Ｋ'０）＝－９９：ＫＴ（Ｋ’１）＝９９：ＧＯＴＯｌ３８０

１３５０Ｋ１＝ＲＴ（Ｋ，２）：Ｋ２＝ＲＴ（Ｋ，ｌ）

１３６０ＧＯＳＵＢ１７４０

１３７０ＫＴ（Ｋ'０）＝Ｔ１：ＫＴ（Ｋ’１）＝ＲＸＹ：ＫＴ（Ｋ'２）＝ＴＹ

１３７２Ｂ１（Ｋ'０）＝Ｂ：Ｂ１（Ｋ，ｌ）＝ＸＭ：Ｂ１（Ｋ’２）＝ＹＭ：Ｂ２（Ｋ）＝ＢＹ

１３７５１ＦＲＸＹ＜ＲＮＴＨＥＮＫＲ＝Ｋ：ＲＮ＝ＲＸＹ

１３８０ＮＥＸＴ

１３９０ＷＩＤＴＨ８０，２５

１ ４ ００ＦＯＲＫ＝ｌ０ＴＯ１ＳＴＥＰ－１

１４０５ＣＯＬＯＲ－（Ｋ＝ＫＲ）＊４

１４１０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃料''；’’一Ｋ；

１４２０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃＃・材料－．，；ＤＭ（ＲＴ（Ｋ'２））；

１４３０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃料．＃＃ｄＢ－＞､､；ＤＭ（ＲＴ（Ｋ，ｌ））；

１４４０１ＦＫＴ（Ｋ’０）＜＝ｏＴＨＥＮＰＲＩＮＴ．，＊＊＊．＊＊ｓｅｃ，，：ＥＬＳＥＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ'，＃＃＃．＃＃ｓｅｃ（ＴＸ），．；ＫＴ（Ｋ
'０）；：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｏ，＃＃．＃＃ｓｅｃ（ＴＹ），，；ＫＴ（Ｋ，２）；：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，.〔ｍＲＴ＝＃．＃＃ｓｅｃ〕，'；（ＫＴ（Ｋ'０）＋ＫＴ（
Ｋ’２））／２；：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，ソウカンケイスウー＃＃＃．＃＃＃＃＃，，；ＫＴ（Ｋ，ｌ）
１４５０ＮＥＸＴ：ＣＯＬＯＲＯ

１４６０ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，、，Ｌ，＝アッテネータヘンコウ，Ｒ，＝ＲＥＴＲＹ，Ｄ，＝ＤＩＳＰＬＡＹ，Ｐ，＝ＰＲＩＮＴ

ＥＲ，Ｍ,＝ＭＥＮＵ，，；

１４７００Ｐ＄＝ＩＮＫＥＹ＄：ＩＦＯＰ＄＝，，，，ＴＨＥＮｌ４７０

１４８０ＩＦＯＰ＄＝､’１，，ＴＨＥＮＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴ”アッテネータｄＢ，、；ＡＴ：ＤＴ（０）＝一ＡＴ：ＧＯＴＯ１１００
１４９０ＩＦＯＰ＄＝，，ｒ'，ＴＨＥＮ１１００

１４９５ＩＦＯＰ＄＝，，ｄ”ＴＨＥＮＩＸ％＝ＸＸ％：ＴＳ＝，０５：ＧＯＳＵＢ３０００：ＧＯＴＯ１４６０

１５００１ＦＯＰ＄＝'，ｐ，，ＴＨＥＮ１５１０ＥＬＳＥ１６５０

１５１０１Ｘ％＝ＸＸ％：ＧＯＳＵＢ１９００：ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（２７）；､'Ａ，，；
1５２０ＦＯＲＫ＝ｌＯＴＯ１ＳＴＥＰ－ｌ

ｌ５３０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃＃'，；１１－Ｋ；

１５４０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，'＃＃＃．＃＃－，，；ＤＭ（ＲＴ（Ｋ’２））；
１５５０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃＃．＃＃ｄＢ－＞，､；ＤＭ（ＲＴ（Ｋ，１））；

１５６０１ＦＲＴ（Ｋ，０）＜＝ｏＴＨＥＮＬＰＲｌＮＴ，，＊＊＊．＊＊ｓｅｃ，，；：ＬＰＲＩＮＴ，，｜，’：ＥＬＳＥＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ'､＃

＃＃．＃＃ｓｅｃ､，；ＲＴ（Ｋ'０）；；ＬＰＲＩＮＴ，．｜･．；ＳＴＲＩＮＧ＄（ＲＴ（Ｋ，０）＊１０，，.唾..）

１５７０ＮＥＸＴ：，ＧＯ ＴＯ１４５０

１５８０ＦＯＲＫ＝ｌＯＴＯｌＳＴＥＰ‐-１

１５９０Ｌ})ＲＩＭ．Ｉ｣ＳｌＮＧ，.＃＃＃..；１１－Ｋ；

１６００ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ､､＃＃＃．＃＃一.、；ＤＭ（Ｒ1.（Ｋ’２））；
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１６１０ＬＰＲＩＮＴＵＳｌＮＧ，､鱗＃＃・牌料ｄＢ－＞'・；ＤＭ（ＲＴ（Ｋ’１））；

１６２０１ＦＫＴ（Ｋ'０）＜＝〔）ＴＨＥＮＬＰＲＩＮＴ，.＊＊＊．＊＊ｓｅｃ､.：ＥＬＳＥＬＰＲｌＮＴＵＳｌＮＧ．.#＃＃．＃鉢ｓｅｃ（ＴＸ）

，，；Ｋ1.（Ｋ’０）；：ＬＰＲｌＮＴＵＳｌＮＧ｡，料鉢＃．#＃ｓｅｃ（ＴＹ）､．；Ｋｒ（Ｋ，２）；：ｌ‘ＰＲｉＮ「ＬＳｌＮＧ．．ソウカンケイスウ＝梓＃＃・＃＃料
鉢＃､'；ＫＴ（Ｋ’１）；：ＩＦＫ＝ＫＲ１ＨＥＮＬＰＲ｛ＮＴ．．＜＜､，Ｅｌ‘ＳＥＬＰＲｌＮＴ
１６３０ＮＥＸＴ

１６４０ＧＯＴＯｌ４６０

１６５０１ＦＯＰ＄＝､，ｍ，、ＴＨＥＮｌ２０ＥＬＳＥＢＥＥＰ：ＧＯＴＯ１４６０

１６６０，ＲＴケイサンｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ

ｌ６７０ＪＸ％＝ＪＸ％－１

１６８０１ＦＤＭ（ＪＸ％－１）＜＝ＤＭ（ＪＸ％）ＴＨＥＮＪＸ％＝ＪＸ％－１：ＧＯＴＯ１６８０ＥＬＳＥＤ２＝ＤＭ（ＪＸ％）＋ＤＤ

ｌ６９０Ｊ＝ＪＸ％－１：Ｔ２＝０

１７００１ＦＤＭ（Ｊ）＜＝Ｄ２ＴＨＥＮＴ２＝Ｔ２＋ｌＥＬＳＥｌ７２０

１７１０Ｊ＝Ｊ－ｌ：ＩＦＪ＝ｏＴＨＥＮＴ２＝－９９０ＫＬＳＥ１７００

１７２０Ｔ２＝Ｔ２＊、０５

１７３０ＲＥＴＵＲＮ

１７４０，ＲＴケイサン（カイキチョクセン）ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅｙ＝Ａ＋Ｂｘ－＞Ｌ（ｔ）＝ＬＯ－（６０／Ｔ）ｔ＊＊＊＊＊＊＊＊＊

１７５０Ｘ１＝０：Ｙ１＝０：Ｘ２＝０：Ｙ２＝０：ＸＹ＝０

ｌ７６０ＦＯＲＫＪ＝ＫｌＴＯＫ２

１７７０ＸＯ＝、０５＊（ＫＪ－ｌ）

１７８０ＹＯ＝ＤＭ（ＫＪ）

１７９０Ｘｌ＝Ｘ’十ＸＯ：Ｙ１＝Ｙ１＋ＹＯ

１８００Ｘ２＝Ｘ２＋ＸＯ＊ＸＯ：Ｙ２＝Ｙ２＋ＹＯ＊ＹＯ

ｌ８１０ＸＹ＝ＸＹ＋ＸＯ＊ＹＯ

１８２０ＮＥＸＴ

１８３０Ｎ＝Ｋ２－Ｋｌ＋ｌ

ｌ８４０ＸＭ＝Ｘ１／Ｎ：ＹＭ＝Ｙ１／Ｎ

ｌ８５０ＲＸＹ＝（ＸＹ－Ｎ＊ＸＭ＊ＹＭ）／ＳＱＲ（（Ｘ２－Ｎ＊ＸＭ＊ＸＭ）＊（Ｙ２－Ｎ＊ＹＭ＊ＹＭ））

ｌ８６０Ｂ＝（ＸＹ－Ｎ＊ＸＭ＊ＹＭ）／（Ｘ２－Ｎ＊ＸＭ＊ＸＭ）

１８６５ＢＹ＝（Ｙ２－Ｎ＊ＹＭ＊ＹＭ）／（ＸＹ－Ｎ＊ＸＭ＊ＹＭ）

１８７０Ａ＝ＹＭ－Ｂ＊ＸＭ

ｌ８８０Ｔ１＝－６０／Ｂ：ＴＹ＝－６０／ＢＹ

ｌ８９０ＲＥＴＵＲＮ

１９００，ＬＰＲＩＮＴＤＡＴＡ（ｇｒａｐｈｉｃ）＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ｌ９１０ＦＯＲＩ＝１ＴＯ５：ＬＰＲＩＮＴ：ＮＥＸＴ

ｌ ９２０ＰＳ＄＝｡，’＋＋＋十＋＋＋

｜，，

１９３ＯＢＩ＝５１－ＡＴ：ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（２７）；､､Ｔ,，；''１２”；
１９４０ＦＯＲＩ＝ｌＴＯＩＸ％

１９５０ＰＬ＝ＤＭ（１）＋ＢＩ：ＩＦＰＬ＜ｌＴＨＥＮ２０１０ＥＬＳＥＩＦＰＬ＞７１ＴＨＥＮＰＬ＝７１

１９６０ＰＬ＄＝ＰＳ＄：ＭＩＤ＄（ＰＬ＄，ＰＬ）＝，､●，，

１９７０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，｡＃＃＃．＃＃ｄＢ、，；ＤＭ（１）；

１９８０ＬＰＲｌＮＴＰＬ＄

１９９０ＮＥＸＴ

２０００ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（２７）；'，Ａ'，；：ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ

２０１０ＲＥＴＵＲＮ

３０００，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ＤＩＳＰＬＡＹＧＲＡＰＨＩＣ

３０１０ＣＯＮＳＯＬＥ２１，５

３０２０ＣＭＤＳＣＲＥＥＮＯ，０：ＣＭＤＣＬＳ

３９ｊ３０ＳＴ=40:BT=24/１０:UX=35:UY=４
３０４０ＣＭＤＶＩＥＷ（ＵＸ，ＵＹ）－（ＵＸ＋ＳＴ＊１０，ＵＹ＋ＢＴ＊６０）

３０５０ＧＯＳＵＢ３５００

３０６０，サ､､ンキョウハケイｐｌｏｔ

３０７０ＹＯ＝（（ＡＴ＋２０）一ＤＭ（１））＊ＢＴ

３０８ＯＸＯ＝０

３０９０ＦＯＲＩ＝２ＴＯＩＸ％

３１００Ｙ１＝（（ＡＴ＋２０）－ＤＭ（１））＊ＢＴ

３１１０Ｘ１＝ＴＳ＊（１－１）＊ＳＴ

３１２０ＣＭＤＬＩＮＥ（ＸＯ，ＹＯ）一（Ｘ１，Ｙ１）

３１３０ＹＯ＝Ｙ１：ＸＯ＝Ｘ１

３１４０ＮＥＸＴ

３１４５１ＦＴＳ＞・Ｏ５ＴＨＥＮ３２４９

３１５０，カイキチョクセン（ＢＸ）ｐｌｏｔ

３１６０Ｙ５＝０

３１７０Ｘ５＝（（ＡＴ＋２０－Ｂ１（ＫＲ，２））／Ｂ１（ＫＲ，０）＋Ｂ１（ＫＲ，１））＊ＳＴ
３１８０Ｙ６＝ＢＴ＊６０

３１９０Ｘ６＝（（ＡＴ－４０－Ｂ１（ＫＲ，２））／Ｂ１（ＫＲ，０）＋Ｂ１（ＫＲ，１））＊ST
3200CMDLINE(X5,Y5)-(XaY6)



黒木：音響透過損失測定へのマイクロコンピュータの利用 １４３

３２１０，カイキチョクセン（ＢＹ）plot

3220X7=(B1(KR1)+((AT+20)一B1(KR,2))/B2(KR))*ST

3230X8=(B1(KR,1)+((AT-40)一B1(KR2))/B2(KR))*ST

３２４０ＣＭＤＬＩＮＥ（Ｘ７，Ｙ５）一（Ｘ８，Ｙ６）

３２４２ＷＯ＝（ＲＴ（ＫＲ，２）－１）＊、０５＊ＳＴ：ＺＯ＝（ＡＴ＋２０－ＤＭ（ＲＴ（ＫＲ，２）））＊ＢＴ：ｗ１＝（ＲＴ（ＫＲ，ｌ）－１）＊、０５＊ＳＴ：Ｚ１
＝（ＡＴ＋２０－ＤＭ（ＲＴ（ＫＲ，１）））＊ＢＴ

３２４５，ＣＭＤＬＩＮＥ（ｗＯ，ｚＯ）－（ｗｌ，ｚｌ），，Ｂ

３２４７’ＣＭＤＣＩＲＣＬＥ（ｗＯ，ｚＯ），５：ＣＭＤＣＩＲＣＬＥ（ｗｌ，ｚｌ），５

３２４８ＣＭＤＬＩＮＥ（ＷＯ－１０，ＺＯ）一（ＷＯ＋１０，ＺＯ）：ＣＭＤＬＩＮＥ（Ｗ１－１０，Ｚｌ）一（Ｗ１＋１０，Ｚ１）
３２４９１ＦＴＳ＝、１ＴＨＥＮＬＯＣＡＴＥＯ，２１：ＰＲＩＮＴＳＮ％／１０；，'秒カンノエネルキ､､一ヘイキンー，'；ＥＥ；，，ｄＢ,，；：ＧＯＴＯ
３２８０

３２５０ＬＯＣＡＴＥＯ，２１：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃＃．＃＃カラ＃＃料．＃＃。Ｂマテ､､，，；ＤＭ（ＲＴ（ＫＲ，２））；ＤＭ（ＲＴ（ＫＲ，１））；
３２６０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，､＃＃＃．＃＃ｓｅｃ（ＴＸ），＃＃＃．＃＃ｓｅｃ（ＴＹ），，；ＫＴ（ＫＲ，０）；ＫＴ（ＫＲ，２）；：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ”
〔ヘイキンＲＴ＝＃＃＃．＃＃ｓｅｃ〕，'；（ＫＴ（ＫＲ，０）＋ＫＴ（ＫＲ，２））／２

３２７０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，ソウカンケイスウ＝＃＃＃．＃＃＃＃＃，，；ＫＴ（ＫＲ，１）
３２８０１ＮＰＵＴ，，ハート“コヒ･一（ｙ／、），，；ＹＮ＄

３２８５１ＦＹＮ＄＝”ｙ”ＴＨＥＮＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（２７）；''＞，，；：ＣＭＤＣＯＰＹ５：ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（２７）；”〕，，；
３２９０ＣＯＮＳＯＬＥＯ，２５：ＣＭＤＳＣＲＥＥＮ，１：ＣＭＤＣＬＳ３：ＲＥＴＵＲＮ

３５００，ｆｒａｍｅｐｌｏｔ

３５１０ＦＯＲＩ＝ＯＴＯ６

３５２０ＬＯＣＡＴＥ１，１＊３：ＩＦＩ＝２ＴＨＥＮＣＯＬＯＲ４

３５３０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃＃，'；ＡＴ－１０＊（１－２）
３５４０ＣＯＬＯＲＯ

３５５０ＮＥＸＴ

３５６０ＦＯＲＩ＝ＯＴＯ１０

３５７０ＬＯＣＡＴＥ３＋５＊１，１９：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃，，；Ｉ＊ＴＳ＊２０；
３５８０ＮＥＸＴ：ＰＲＩＮＴ，，（ｓｅｃ），，

３５９０，ａｘｉｓ

３６００ＣＭＤＬＩＮＥ（０，０）一（ＳＴ＊１０，ＢＴ＊６０），，Ｂ
３６１０ＦＯＲＩ＝ＯＴＯ５

３６２０ＣＭＤＬＩＮＥ（０，ＢＴ＊１０＊Ｉ）一（４，ＢＴ＊１０＊Ｉ）
３６３０ＮＥＸＴ

３６４０ＦＯＲＩ＝ＯＴＯ９

３６５０ＣＭＤＬＩＮＥ（ＳＴ＊Ｉ，ＢＴ＊６０）一（ＳＴ＊Ｉ，ＢＴ＊６０－３）
３６６０ＮＥＸＴ

３６７０ＲＥＴＵＲＮ


